
下水道維持管理サービス向上のためのガイドライン
に掲げられた業務指標の数値

（令和２年10月）

横須賀市上下水道局



本市の下水道事業は、お客さまの生活を支え、社会経済活動においても都市機能

を支える重要なライフラインであることから、不断の事業運営が求められています。

同時にこのライフラインを次世代へ引き継ぐことがお客さまから負託された責務と

考えています。

上下水道局では、平成16年11月に上下水道統合後初めての局の基本計画として、

「横須賀市上下水道事業マスタープラン2010」を、平成23年３月に「横須賀市基本

計画（2011～2021）」の分野別計画に当たる「水道事業・下水道事業マスタープラ

ン（2011～2021）」を引き続き策定しました。現行プランの中では、「いつでも安

心して使える止まらない水道・下水道」を経営目標に位置づけ、お客さまの快適で

安心できる暮らしと良好な水環境づくりに貢献することを約束しました。

平成19年３月、お客さまへの情報開示、透明な事業経営及び事業の説明責任をわ

かりやすく客観的に示す手段として「下水道維持管理サービス向上のためのガイド

ライン（2007年）」が(社)日本下水道協会より示されました。このガイドラインは、

「事業体・システム・地域」の３つの柱からなる25項目の背景情報（ＣＩ）と「運

転管理（管きょ）、運転管理（水処理施設）、ユーザー・サービス、経営、環境」

の５つの柱からなる56項目の業務指標（ＰＩ）ほか、より高度な政策や施策のため

に必要な34項目の参考指標が定められています。

ガイドラインの指標を試算することで、本市下水道事業の「弱みを強みに、強み

をより強く」していきたいと考えております。

このような取り組みを通して、お客さまとの信頼関係や経営基盤の強化を図り、

経営目標である「いつでも安心して使える止まらない水道・下水道」の達成に向け

努力していきます。

は じ め に



○「背景情報（ＣＩ）の構成」
背景情報（ＣＩ）とは、地域の法制度や地理的条件、人口、施設の規模や能力等、維持管理に関する事業運営を進め

て行く上での条件、環境を言います。この背景情報は全部で25項目あり、次のように分類されています。

●事業体の特徴 ９項目（事業体の名称、地方公営企業法の適用の有無、事業名、事業規模、職員数などに関する
情報）

●システムの特徴 12項目（行政区域内人口、処理区域内人口、排水人口密度、人口に対する普及率などに関する情
報）

●地域の特徴 ４項目（年間降雨量、平均気温、2015年の人口を100として2045年の将来人口数、放流先水域の
類型に関する各情報）

○「業務指標（ＰＩ）の構成」
業務指標（ＰＩ）とは、提供した維持管理サービスの結果や水準を定量的に把握・評価するための指標を言います。

この業務指標は全部で56項目あり、次のように分類されています。

●運転管理（管きょ）指標（Ｏｐ） ７項目（施設の経年化率（管きょ）、管きょ調査率、管きょ改善率など効率的
な管きょ施設の維持管理に関する業務指標）

●運転管理（水処理施設）指標（Ｏｔ）12項目（主要設備の経年化率、水処理プロセス余裕率、非常用時電源確保率な
ど効率的な水処理施設の運転管理に関する業務指標）

●ユーザー・サービス指標（Ｕ） 17項目（雨水排水整備率、法定水質基準遵守率（ＢＯＤ）、法定水質基準遵守
率（ＣＯＤ）などユーザー・サービスの向上に関する業務指標）

●経営の業務指標（Ｍ） 13項目（１人・１日当たり平均有収水量、有収率、経常収支比率など持続可能
な経営に関する業務指標）

●環境の業務指標（Ｅ） ７項目（晴天時汚水汚濁負荷除去率（ＢＯＤ）、再生水の使用率、下水汚泥リ
サイクル率など環境負荷低減に関する業務指標）

○「参考指標の構成」
参考指標とは、環境対策の充実や事業の透明性向上、お客様の一層の理解促進など、より高度な政策や施策を判断す

る際に役立つ指標を言います。この参考指標は全部で34項目あり、次のように分類されています。

●本格的な経営分析のために必要な指標 ８項目（経年施設改善率、総収支率、有形固定資産減価償却率など地方公営
企業法を適用した場合における指標）

●より高度な分析のために必要な指標 12項目（老朽管の再構築割合、管路耐震化率、浸水対策コストなど広範なユ
ーザーに理解してもらうための指標）

●その他の有効な指標 14項目（エネルギー原価、資格保有率、処理場修繕費など状況に応じて利用
し、より精緻な業務評価ができる指標）

○「指標の優位性」
当欄に表示された「↑」は数値が高いと優位性があることを、「↓」は数値が低いと優位性があることを表しています。

○「比較（前年度比）」
当欄に表示された「↑」は前年度と比較して評価が上がったこと、「↓」は前年度と比較して評価が下がったこと、

「→」は前年度と評価が同じであったことを表しています。
○「表中に使用する「－」の表示」

数値がないことや該当がないことを表しています。



下水道維持管理サービス向上のためのガイドラインに掲げられた背景情報・業務指標の数値 （神奈川県横須賀市）

分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

CI 10 事業体の名称 ― ― ―
横須賀市

上下水道局
横須賀市

上下水道局
横須賀市

上下水道局
― ― 事業体の名称

CI 20 地方公営企業法の適用の有無 ― ― ― 有 有 有 ― ― 地方公営企業法の適用の有無

CI 30 事業名 ― ― ― 公共下水道 公共下水道 公共下水道 ― ―
事業名（例：公共下水道、特定環境保全公共下水道、特定公
共下水道、流域下水道など）

CI 40 事業規模 総務省「下水道事業経営指標・下水道使用料の概要」分類区分 ― ― Ａｂ１ Ａｂ１ Ａｂ１ ― ―

総務省「下水道事業経営指標・下水道使用料の概要」分類区分　→
処理区域内人口別区分、有収水量密度別区分、供用開始後年数別
区分により東京、政令指定都市を除きAa1～Ed4まで規模別に分類さ
れています。

CI 50 職員数 ― ― ― 121 121 127 人 ―
本市の下水道事業に携わる職員数（下水道事業会計費弁職
員数）を示しています。

CI 60 資金収支（決算収入額） 料金、企業債、国庫補助金、一般会計繰入金、その他収入 ― ― 23,725,516 25,380,529 23,967,695 千円 ― 下水道事業における収入額

CI 70 資金収支（決算支出額） 維持管理費、元金償還金、企業債利子、建設費、改良費 ― ― 26,924,812 28,484,205 27,345,578 千円 ― 下水道事業における支出額

CI 80 維持管理費 ― ― 4,259,496 4,445,236 4,570,089 千円 ―
下水道事業の管理運営に要する経費（人件費、動力費、薬品
費、清掃費、点検調査費、補修費等）です。

CI 90 維持管理費民間委託比率 委託費 / 維持管理費 × 100 ― ― 41.1 39.6 40.6 ％ ― 維持管理費のうち、外部委託業務に要した経費の割合を示し
ています。

分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

CI 100 行政区域人口 ― ― ― 397,736 394,060 390,549 人 ― 横須賀市行政区域内の人口（人口は、推計人口による。）

CI 110 処理区域人口 ― ― ― 388,779 385,223 381,915 人 ―
公共下水道が整備され、汚水を浄化センターで処理が可能と
なっている区域内の人口を示しています。※推計人口による。

CI 120 排水人口密度 排水区域人口 / 排水区域面積 ― ― 66.4 65.7 65.2 人/ha ―
公共下水道により雨水を排除することができる区域の、１ha（ヘ
クタール）の中の人口割合を示しています。※推計人口による。

CI 130 人口に対する普及率 処理区域人口 /　行政区域人口 × 100 ― ― 97.7 97.8 97.8 ％ ―
下水道事業の進捗状況を表す指標として、横須賀市行政人口
の中で下水道が使用可能な人口の割合を示しています。
※推計人口による。

背　　景　　情　　報（ＣＩ）
１　事業体の特徴　（９項目）

２　システムの特徴　（12項目）
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

CI 140 水洗化率 水洗便所設置済人口 / 処理区域人口 × 100 ― ― 96.2 96.2 96.4 ％ ―
公共下水道が利用可能な方々のうち、公共下水道に接続した
お客様の割合を示しています。※推計人口による。

CI 150 汚水管きょ延長 ― ― ― 781,168 782,928 783,422 ｍ ―
汚水を排除するため、市内に布設された管きょ（汚水管）の延
長を示しています。

CI 160 雨水管きょ延長 ― ― ― 298,959 299,387 299,628 ｍ ―
雨水を排除するために市内に布設した管きょ（雨水管）の延長
を示しています。

CI 170 合流管きょ延長 ― ― ― 269,091 269,111 269,161 ｍ ―
汚水と雨水を同一の管きょで排除する管（合流管）の延長を示
しています。

CI 180 現在晴天時処理能力 ― ― ― 241,400 241,400 241,400  /日 ― 浄化センターが一日に処理できる水処理能力を示しています。

CI 190 現在晴天時最大処理水量 ― ― ― 175,723 177,874 180,241  /日 ― 晴天時に浄化センターに入った、日最大処理水量

CI 200 現在晴天時平均処理水量 ― ― ― 147,620 145,670 149,583  /日 ― 晴天時に浄化センターに入った、日平均処理水量

CI 210 処理場数 ― ― ― 4 4 4 か所 ― 横須賀市内にある浄化センターの数

分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

―
下町浄化
センター

1,882 1,286 1,847 mm ―

―
上町浄化
センター

1,865 1,288 1,644 mm ―

―
追浜浄化
センター

1,815 1,213 1,926 mm ―

―
西浄化
センター

1,884 1,306 1,926 mm ―

―
下町浄化
センター

18.4 19.5 18.2 ℃ ―

―
上町浄化
センター

16.5 17.6 17.3 ℃ ―

―
追浜浄化
センター

17.4 19.1 18.8 ℃ ―

―
西浄化
センター

18.9 19.8 19.2 ℃ ―

CI 240 2045年度人口指数 ― ― ― 84.6 81.5 71.6 ％ ―
2015年の人口を100とした場合の2045年の将来人口指数※国
立社会保障・人口問題研究所『日本の市区町村別将来推計人
口』による。

3　地域の特徴（４項目）

CI 220 年間降雨量 ― 浄化センターの位置する地域の年間降雨量

CI 230 平均気温 ― 浄化センターの位置する地域の平均気温
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

下町浄化
センター

東京湾(13)
海域Ｂ(ロ)

東京湾(13)
海域B(ロ)

東京湾(13)
海域B(ロ)

― ―
上町浄化
センター

平作川
河川Ｂ(ロ)

平作川
河川B(ロ)

平作川
河川B(ロ)

― ―
追浜浄化
センター

東京湾(8)
海域Ｃ(イ)

東京湾(8)
海域C(イ)

東京湾(8)
海域C(イ)

― ―
西浄化
センター

松越川
河川C(イ)

松越川
河川C(イ）

松越川
河川C(イ）

― ―

分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

Op10 施設の経年化率（管きょ） 耐用年数超過管きょ延長 / 下水道維持管理延長 × 100 ↓ ― 3.26 4.52 6.93 ％ ↓
標準的耐用年数を超えている下水道施設（管きょ）の経年化の
割合を表しています。

Op20 管きょ調査率 管きょ調査延長 / 下水道維持管理延長 × 100 ↑ ― 0.22 1.18 0.15 ％ ↓
下水道管きょの維持管理（点検・調査）が計画的に行われてい
るかを示しています。

Op30 管きょ改善率 改善（更新・改良・修繕）管きょ延長 / 下水道維持管理延長 × 100 ↑ ― 0.07 0.07 0.00 ％ ↓
管きょの安全性の確保のため、維持管理延長のうち、１年間で
改善（更新・改良・修繕）された管きょ延長の比率を表していま
す。

Op40 取付け管調査率 取付け管調査か所数 / 取付け管総か所数 × 100 ↑ ― 0.00 0.00 0.00 ％ →
取付け管について、計画的な維持管理（調査・点検）が行われ
ているかの度合いを示しています。

Op50
取付け管改善数
（10万か所当たり） 取付け管改善か所数 / 取付け管総か所数 × 10

5 ↓ ― 129 98 0 か所/10万か所 ↑
取付け管について、効率的な予防保全を行っているかの度合
いを示しています。

Op60 管きょ１㎞当たり陥没か所数 道路陥没か所数 / 下水道維持管理延長 ↓ ― 0.01 0.01 0.01 か所/㎞ →
管きょの水密性の欠如や劣化に伴う道路陥没の割合を示して
います。

Op70 管きょ１ｍ当たり維持管理経費 維持管理管きょ費  / 下水道維持管理延長 ↓ ― 400 441 373 円/m ↑
管きょの調査及び修繕に係る経費をみることにより、効率的な
維持管理の度合いを示しています。

CI 250 放流先水域の類型 ― ― 浄化センターで処理した水が放流される公共用水域

業　　務　　指　　標（ＰＩ）
１　運転管理（管きょ）指標　（７項目）
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

Ot10 主要設備の経年化率
主要設備の経過年数の総計 / 主要設備の標準的耐用年数の総計 ×
100 ↓ ― 111.9 111.8 115.6 ％ ↓

標準耐用年数を超えている主要設備（①ポンプ設備、②水処
理設備、③特高受変電設備、受変電設備）の経年化の割合を
表しています。

Ot20 水処理プロセス余裕率 （１－現在晴天時日最大処理水量 / 現在晴天時処理能力） × 100 ↑ ― 27.2 26.3 25.3 ％ ↓
現在晴天時処理能力に対する余裕分の能力の割合を示して
います。

Ot30 非常時電源確保率 非常時電源が確保できている処理場数 / 所管の全処理場数 × 100 ↑ ― 100 100 100 ％ → 災害や事故時における、危機対応能力を示しています。

Ot40 施設の耐震化率（建築） 耐震化した建築施設数 / 耐震化が必要な建築施設数 × 100 ↑ ― 54.5 68.2 72.7 ％ ↑
施設の安全性及び維持管理の安定性を示しており、地震に対
して安全であるかを示しています。

目標水質達成回数（BOD）/ 水質調査回数（BOD）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →
BOD(bioｃhemical oxygen demand 生物化学的酸素要求量）は、水の
汚濁状態を表す指標のひとつであり、１年間に実施した全水質試験
（BOD）のうち、目標水質(BOD)を達成した比率を示しています。

目標水質達成回数（BOD）/ 水質調査回数（BOD）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（BOD）/ 水質調査回数（BOD）× 100 ↑
上町浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（BOD）/ 水質調査回数（BOD）× 100 ↑
追浜浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（BOD）/ 水質調査回数（BOD）× 100 ↑
西浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（COD）/ 水質調査回数（COD）× 100 ↑
下町浄化
センター
(三春町）

100 100 100 ％ →
COD(ｃhemical oxygen demand 化学的酸素要求量）は、水の汚濁状
態を表す指標のひとつであり、１年間に実施した全水質試験（ＣOD）
のうち、目標水質(ＣOD)を達成した比率を示しています。

目標水質達成回数（COD）/ 水質調査回数（COD）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（COD）/ 水質調査回数（COD）× 100 ↑
上町浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（COD）/ 水質調査回数（COD）× 100 ↑
追浜浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（COD）/ 水質調査回数（COD）× 100 ↑
西浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

２　運転管理（水処理施設）指標　（12項目）

Ot50 目標水質達成率（BOD）

Ot60 目標水質達成率（COD）
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

目標水質達成回数（SS）/ 水質調査回数（SS）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →
SS(suspended solids 浮遊物質）は、水の汚濁状態を表す指標のひと
つであり、１年間に実施した全水質試験（SS）のうち、目標水質(SS)を
達成した比率を示しています。

目標水質達成回数（SS）/ 水質調査回数（SS）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（SS）/ 水質調査回数（SS）× 100 ↑
上町浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（SS）/ 水質調査回数（SS）× 100 ↑
追浜浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（SS）/ 水質調査回数（SS）× 100 ↑
西浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（T-N）/ 水質調査回数（T-N）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →
T-N(total nitrogen 全窒素）は、水の汚濁状態を表す指標のひとつで
あり、１年間に実施した全水質試験（T-N）のうち、目標水質(T-N)を達
成した比率を示しています。

目標水質達成回数（T-N）/ 水質調査回数（T-N）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（T-N）/ 水質調査回数（T-N）× 100 ↑
上町浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（T-N）/ 水質調査回数（T-N）× 100 ↑
追浜浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（T-N）/ 水質調査回数（T-N）× 100 ↑
西浄化
センター

- - - ％ ― 〃

目標水質達成回数（T-P） / 水質調査回数（T-P）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →
T-P(total phosphorus 全りん）は、水の汚濁状態を表す指標のひとつ
であり、１年間に実施した全水質試験（T-P）のうち、目標水質(T-P)を
達成した比率を示しています。

目標水質達成回数（T-P） / 水質調査回数（T-P）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（T-P） / 水質調査回数（T-P）× 100 ↑
上町浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（T-P） / 水質調査回数（T-P）× 100 ↑
追浜浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

目標水質達成回数（T-P） / 水質調査回数（T-P）× 100 ↑
西浄化
センター - - - ％ ― 〃

Ot70 目標水質達成率（SS）

Ot80 目標水質達成率（T-N）

Ot90 目標水質達成率（T-P）
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 30年度 令和元年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

基準遵守回数（臭気） / 調査回数（臭気）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →
１年間の臭気指数測定回数のうち、法基準値を遵守した比率
を示しています。

基準遵守回数（臭気） / 調査回数（臭気）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

基準遵守回数（臭気） / 調査回数（臭気）× 100 ↑
上町浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

基準遵守回数（臭気） / 調査回数（臭気）× 100 ↑
追浜浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

基準遵守回数（臭気） / 調査回数（臭気）× 100 ↑
西浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

Ot110 水処理電力原単位 使用電力量（水処理） / 年間総汚水処理水量 ↓ ― 0.13 0.13 0.12 kWh/ ↑
汚水１ を処理するために水処理施設で使用される電力量を
示しています。

Ot120 水処理使用消毒剤原単位 年間消毒剤量 / 年間総汚水処理水量 × 100 ↓ ― 19.0 18.5 19.2 g/ ↓

処理水１ を消毒するために水処理施設で使用される消毒剤量を示
しています。（なお、西浄化センターでは、紫外線消毒設備を採用して
いるため、消毒剤は使用しておりません。よって年間総処理水量から
西浄化センターの汚水処理水量を除き算出しています。）

分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

U10 雨水排水整備率 整備済面積 / 雨水計画面積 × 100 ↑ ― 62.5 62.5 62.6 ％ ↑
雨水排除のために下水道の整備が必要な全体面積のうち整
備が完了した面積の比率を示しています。

法定水質基準遵守回数（BOD） / 法定試験水質調査回数（BOD）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →

BOD(bioｃhemical oxygen demand 生物化学的酸素要求量）は、水の
汚濁状態を表す指標のひとつであり、１年間に法律で定められ実施し
たBODの全水質試験のうち、BODの法定水質基準を遵守した比率を
示しています。

法定水質基準遵守回数（BOD） / 法定試験水質調査回数（BOD）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（BOD） / 法定試験水質調査回数（BOD）× 100 ↑
上町浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（BOD） / 法定試験水質調査回数（BOD）× 100 ↑
追浜浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（BOD） / 法定試験水質調査回数（BOD）× 100 ↑
西浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

Ot100 臭気基準遵守率

3  ユーザー・サービス指標　（17項目）

U20 法定水質基準遵守率（BOD）
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

法定水質基準遵守回数（COD） / 法定試験水質調査回数（COD）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →

COD(ｃhemical oxygen demand 化学的酸素要求量）は、水の汚濁状
態を表す指標のひとつであり、１年間に法律で定められ実施したCOD
の全水質試験のうち、CODの法定水質基準を遵守した比率を示して
います。

法定水質基準遵守回数（COD） / 法定試験水質調査回数（COD）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（COD） / 法定試験水質調査回数（COD）× 100 ↑
上町浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（COD） / 法定試験水質調査回数（COD）× 100 ↑
追浜浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（COD） / 法定試験水質調査回数（COD）× 100 ↑
西浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（SS） / 法定試験水質調査回数（SS）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →
SS(suspended solids 浮遊物質）は、水の汚濁状態を表す指標のひと
つであり、１年間に法律で定められ実施したSSの全水質試験のうち、
SSの法定水質基準を遵守した比率を示しています。

法定水質基準遵守回数（SS） / 法定試験水質調査回数（SS）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（SS） / 法定試験水質調査回数（SS）× 100 ↑
上町浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（SS） / 法定試験水質調査回数（SS）× 100 ↑
追浜浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（SS） / 法定試験水質調査回数（SS）× 100 ↑
西浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（T-N） / 法定試験水質調査回数（T-N）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →
Ｔ-Ｎ(total nitrogen 全窒素）は、水の汚濁状態を表す指標のひとつで
あり、１年間に法律で定められ実施したＴ-Ｎの全水質試験のうち、Ｔ-
Ｎの法定水質基準を遵守した比率を示しています。

法定水質基準遵守回数（T-N） / 法定試験水質調査回数（T-N）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（T-N） / 法定試験水質調査回数（T-N）× 100 ↑
上町浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（T-N） / 法定試験水質調査回数（T-N）× 100 ↑
追浜浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（T-N） / 法定試験水質調査回数（T-N）× 100 ↑
西浄化
センター - - - ％ ― 〃

U30 法定水質基準遵守率（COD）

U40 法定水質基準遵守率（SS）

U50 法定水質基準遵守率（T-N）
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

法定水質基準遵守回数（T-P） / 法定試験水質調査回数（T-P）× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →
Ｔ-P(total phosphorus 全りん）は、水の汚濁状態を表す指標のひとつ
であり、１年間に法律で定められ実施したＴ-Pの全水質試験のうち、Ｔ
-Pの法定水質基準を遵守した比率を示しています。

法定水質基準遵守回数（T-P） / 法定試験水質調査回数（T-P）× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（T-P） / 法定試験水質調査回数（T-P）× 100 ↑
上町浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（T-P） / 法定試験水質調査回数（T-P）× 100 ↑
追浜浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（T-P） / 法定試験水質調査回数（T-P）× 100 ↑
西浄化
センター - - - ％ ― 〃

法定水質基準遵守回数（大腸菌群数） / 法定試験水質調査回数（大腸
菌群数）× 100 ↑

下町浄化
センター
（三春町）

100 100 100 ％ →

大腸菌群数は、糞便による水の汚染を示唆し、水の汚れの程度を示
す指標として用いられており、１年間に法律で定められ実施した大腸
菌群数の全水質試験のうち、大腸菌群数の法定水質基準を遵守した
比率を示しています。

法定水質基準遵守回数（大腸菌群数） / 法定試験水質調査回数（大腸
菌群数）× 100 ↑

下町浄化
センター
（平成町）

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（大腸菌群数） / 法定試験水質調査回数（大腸
菌群数）× 100 ↑

上町浄化
センター 100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（大腸菌群数） / 法定試験水質調査回数（大腸
菌群数）× 100 ↑

追浜浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

法定水質基準遵守回数（大腸菌群数） / 法定試験水質調査回数（大腸
菌群数）× 100 ↑

西浄化
センター

100 100 100 ％ → 〃

U80
管きょ等閉塞事故発生件数
（10万人当たり） 事故発生件数 / 下水道処理人口 × 10

5 ↓ ― 15.43 17.91 19.64 件/10万人 ↓
管きょ等の閉塞に伴う汚水の逆流、溢流により発生した処理人
口10万人当たりの事故発生件数を示しています。※推計人口に
よる

U90
第三者人身事故発生件数
（10万人当たり） 第三者人身事故発生件数 / 下水道処理人口 × 10

5 ↓ ― 0.00 0.00 0.00 件/10万人 →
１年間に発生した、処理人口10万人当たりの第三者人身事故
件数を表しています。※推計人口による

U100
下水道サービスに対する苦情件数
（10万人当たり） 苦情総件数 / 下水道処理人口 × 10

5 ↓ ― 262 225 227 件/10万人 ↓ お客様からの苦情の割合を示しています。※推計人口による

U110 苦情処理率 １週間以内に処理した苦情件数 / 苦情総件数 × 100 ↑ ― 100 100 99.9 ％ ↓
お客様からの苦情に対して、１週間以内に対処した割合を示し
ています。

U120 下水道使用料（一般家庭用） 各自治体の算出方法による ↓ ― 2,221 2,221 2,221 円 →
１か月に20 を利用した時の一般家庭用下水道使用料を示し
ています。

U130
下水道処理人口１人当たり汚水処理費
（維持管理費）

汚水処理費（維持管理費）/ 下水道処理人口 ↓ ― 8,674 9,305 9,616 円/人 ↓
処理人口1人当たりの維持管理にかかる汚水処理費用を示すこと
で、維持管理に関する運営状況を示しています。

U60 法定水質基準遵守率（T-P）

U70 法定水質基準遵守率（大腸菌群数）
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

U140
下水道処理人口１人当たり汚水処理費
（資本費）

資本費（汚水分）/ 下水道処理人口 ↓ ― 8,249 7,553 6,990 円/人 ↑
処理人口1人当たりの資本費にかかる汚水処理費用を示すことで、
建設改良に関する運営状況を示しています。

U150 下水道処理人口１人当たり汚水処理費 汚水処理費 / 下水道処理人口 ↓ ― 16,924 16,858 16,606 円/人 ↑
ユーザー１人１人が年間に排出する汚水を処理するための費
用を示しています。※推計人口による

U160 職員１人当たり下水道使用料収入 下水道使用料収入 / 職員数 ↑ ― 57,365,923 57,449,391 53,878,605 円/人 ↓ 職員一人当たりの生産性を表しています。

U170 職員１人当たり年間有収水量 年間有収水量 / 損益勘定職員数 ↑ ― 517 509 485 千 /人 ↓
職員１人当たりの年間有収水量を示しています。この数値が高
いほど職員の生産性が高いことになります。
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

M10 １人・１日当たり平均有収水量 （年間有収水量 / 年間実日数）/ 下水道処理人口 ↑ ― 0.30 0.30 0.30  /人 →
下水道処理人口１人・１日当たりの有収水量を示しています。
この数値が高いほど職員の生産性が高いといえます。

M20 有収率 年間有収水量 / 年間総汚水処理水量 × 100 ↑ ― 75.9 77.5 73.4 ％ ↓
年間の総汚水処理水量のうち、使用料徴収の対象となった水
量（有収水量）の割合を示しています。

M30 経常収支比率 {（営業収益＋営業外収益）/（営業費用＋営業外費用）}×100 ↑ ― 107.5 102.2 106.4 ％ ↑
経常費用が経常収益によってどの程度賄われているかを表し
ています。

M40 繰入金比率（収益的収入）
損益勘定繰入金（雨水処理負担金実繰入額＋他会計補助金実繰入額
＋他会計繰入金実繰入額＋損益勘定他会計借入金）/ 資本的収入 ×
100

↓ ― 17.5 15.6 15.9 ％ ↓
収益的収入における繰入金の依存度を表しており、下水道事
業の経営状況の健全性、効率性を示す指標です。

M50 繰入金比率（資本的収入）
（他会計出資金実繰入額＋他会計補助金実繰入額＋他会計借入金）/
資本的収入　× 100 ↓ ― 14.0 12.1 14.9 ％ ↓

資本的収入における繰入金の依存度を表しており、下水道事
業の経営状況の健全性、効率性を示す指標です。

M60 使用料単価 下水道使用料収入 / 年間有収水量 × 1000 ↓ ― 168.7 169.5 169.2 円/ ↑
有収水量１ あたりの使用料収入で、使用料の水準を表して
います。

M70 汚水処理原価 汚水処理費 / 年間有収水量 × 1000 ↓ ― 155.2 153.8 152.2 円/ ↑
有収水量１ あたりの汚水処理費を示しています。この数値が
低いほど効率的であるといえます。

M80 汚水処理原価（維持管理費） 汚水処理費（維持管理費） / 年間有収水量 × 1000 ↓ ― 79.6 84.9 88.1 円/ ↓
有収水量１ あたりの維持管理にかかる汚水処理費用を示し
ています。この数値が低いほど効率的であるといえます。

M90 汚水処理原価(資本費） 汚水処理費（資本費） / 年間有収水量 × 1000 ↓ ― 75.7 68.9 64.1 円/ ↑
有収水量１ あたりの資本費にかかる汚水処理費用を示して
います。この数値が低いほど効率的であるといえます。

M100 経費回収率 下水道使用料収入 / 汚水処理費 × 100 ↑ ― 108.7 110.2 111.2 ％ ↑
汚水処理に要した費用に対する下水道使用料による回収率を
示しており、この数値が高いほど経営健全であり、100％が理
想です。

M110 経費回収率（維持管理費） 下水道使用料収入 / 汚水処理費（維持管理費） × 100 ↑ ― 212.1 199.7 192.1 ％ ↓
汚水処理に要した費用のうち、維持管理に対する下水道使用
料による回収率を示しています。この数値が高いほど経営が
健全であるといえます。

M120 経費回収率（資本費） 下水道使用料収入 / 汚水処理費（資本費） × 100 ↑ ― 223.0 246.0 264.2 ％ ↑
汚水処理に要した費用のうち、資本費に対する下水道使用料
による回収率を示しています。この数値が高いほど経営が健
全であるといえます。

M130
要員の公務・労務災害発生件数
（処理水量100万 当たり）

休業４日以上公務・労務災害年間発生件数 / 年間総汚水処理水量 ×
106 ↓ ― 0.0 0.0 0.0 件/100万 → 下水道事業における安全衛生管理状況を表しています。

４　経営指標　（13項目）
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

{1 - 放流水質（BOD）/流入水質（BOD）}× 100 ↑
下町浄化
センター
（三春町）

98.9 99.0 99.4 ％ ↑
数値が大きいほど、浄化センターにて汚濁負荷を削減したこと
になり、公共用水域に与える負荷の影響が小さいことを示して
います。

{1 - 放流水質（BOD）/流入水質（BOD）}× 100 ↑
下町浄化
センター
（平成町）

99.7 99.6 99.4 ％ ↓ 〃

{1 - 放流水質（BOD）/流入水質（BOD）}× 100 ↑
上町浄化
センター

98.8 98.8 99.0 ％ ↑ 〃

{1 - 放流水質（BOD）/流入水質（BOD）}× 100 ↑
追浜浄化
センター

99.2 99.3 99.4 ％ ↑ 〃

{1 - 放流水質（BOD）/流入水質（BOD）}× 100 ↑
西浄化
センター

99.6 99.6 99.7 ％ ↑ 〃

再生水利用量 / 高級処理水量 × 100 ↑
下町浄化
センター

19.9 18.5 14.2 ％ ↓
１年間の処理水量に対して再生水として使用した割合を示して
います。

再生水利用量 / 高級処理水量 × 100 ↑
上町浄化
センター 6.5 8.0 4.8 ％ ↓ 〃

再生水利用量 / 高級処理水量 × 100 ↑
追浜浄化
センター 42.5 41.3 38.1 ％ ↓ 〃

再生水利用量 / 高級処理水量 × 100 ↑
西浄化
センター 5.9 5.9 5.7 ％ ↓ 〃

E30 下水汚泥リサイクル率 汚泥利用量 / 発生汚泥量 × 100 ↑ ― 8.3 23.6 75.6 ％ ↑
１年間に発生した汚泥量に対し、有効利用された汚泥量の比
率を示しています。

E40 処理人口１人当たり温室効果ガス排出量
下水道事業に伴う温室効果ガスCO2換算排出量 / 下水道処理人口 ×

100 ↓ ― 37.1 36.7 37.0 kg/CO2/人 ↓
処理人口１人当たりの温室効果ガス排出量をみることにより、
環境負荷低減度を示しています。

E50 下水排出基準に対する適合率 適合件数 / 採水件数 × 100 ↑ ― 98.8 98.8 98.8 ％ →
規制対象事業場に対する年間の総採水件数における下水排
除基準に適合した比率を示しています。

E60 環境基準達成のための高度処理人口普及率 高度処理実施区域内人口 / 総人口 × 100 ↑ ― 0.0 0.0 0.0 ％ → 高度処理施設整備の進捗度合いを示しています。

E70 合流式下水道改善率 合流式下水道改善面積（ha) / 合流式下水道区域面積(ha)　× 100 ↑ ― 100.0 100.0 100.0 ％ → 合流式下水道の改善率を示しています。

E20 再生水の使用率

５　環境指標　（７項目）

E10 晴天時汚濁負荷削減率（BOD）
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分類番
号 背景情報（ＣＩ） 算　　　　式

指標の
優位性

施設名 29年度 30年度 令和元年度 単  位
比較

（30－1比）
指 標 の 解 説

M 自己資本構成比率 〔（自己資本金＋剰余金＋繰延収益）/負債・資本合計〕×100 ↑ ― 64.6 64.8 65.5 ％ ↑
総資本（負債及び資本）に占める自己資本の割合を示し、財務
の健全性を表しています。

M 固定資産対長期資本比率 固定資産 / （固定負債＋資本金＋剰余金＋繰延収益）×100 ↓ ― 102.4 102.1 102.3 ％ ↓
固定資産がどの程度、長期資本（自己資本金（自己資本金＋
剰余金））及び他人資本（借入資本金＋固定負債））によって調
達されているかを示す指標です。

M 企業債償還元金対減価償却費比率 （企業債償還元金 / 当年度減価償却費）×100 ↓ ― 80.4 81.4 74.9 ％ ↑ 投下資本の回収と再投資とのバランスを表しています。

M 流動比率 （流動資産 / 流動負債） ×100 ↑ ― 42.2 52.0 47.8 ％ ↓ １年以内の短期債務に対する支払能力を表しています。

参　考　指　標
本格的な経営分析のために必要な指標　（４項目）
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